
文
教
厚
生
委
員
長

                  　

柴
田　

正
彦

けいせん

議会だより
令和元年5月7日発行

第24号

　

雨
の
時
は
雨
漏
り
が
ひ
ど
く
、

バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る
必
要
が
あ

る
そ
う
で
す
。

　

学
年
に
よ
っ
て
学
級
数
が
異

な
る
の
で
、
年
度
当
初
の
教
室

移
動
が
大
変
と
の
こ
と
で
す
。

少
人
数
学
習
を
行
う
た
め
の
教

室
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
１
教

室
が
学
童
用
に
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
も
要
因
の
よ
う
で
す
。

　

校
舎
の
屋
上
に
草
が
生
え
て

い
た
り
、
昇
降
口
の
扉
が
開
か

な
い
所
が
あ
っ
た
り
と
、
老
朽

化
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

※

両
校
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

は
落
ち
着
い
て
学
習
し
て
い
ま

し
た
し
、
掃
除
も
、
き
ち
ん
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
少
人
数
学
級

な
ど
の
桂
川
町
の
取
組
み
の
成

果
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

教
職
員
・
P
T
A
の
日
頃
の
努

力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

文
教
厚
生
委
員
会
は
、次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
、よ
り
よ
い
環
境

の
も
と
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
教
育
関
連
施
設
の
視
察
を

行
っ
て
い
ま
す
。

桂川小学校（2月26日）

桂川中学校のトイレ改修（1月23日）

  

国
民
健
康
保
険
行
政
に
つ
い
て

問
　
現
在
、国
か
ら
地
方
に
補
助
金

を
３
，４
０
０
億
円
出
し
て
い
る
が
、

こ
れ
で
は
足
り
な
い
の
で
全
国
知
事

会
な
ど
地
方
団
体
は
、国
に
均
等
割

り
の
見
直
し
を
要
求
し
、１
兆
円
程

度
の
公
費
投
入
を
求
め
て
い
る
。

　

国
保
が
著
し
く
高
い
要
因
の
ひ
と

つ
に
均
等
割
り
が
あ
り
、岩
手
県
宮
古

市
で
は
高
校
生
世
代
ま
で
所
得
制
限

な
し
で
５
０
１
世
帯
・８
３
６
人
に
、

今
年
の
４
月
か
ら
全
額
免
除
に
踏
み

切
っ
た
。

　

全
国
知
事
会
の
要
望
を
ど
の
よ
う

に
受
け
と
め
る
か
、町
長
の
見
解
を
求

め
る
。

答（
井
上
町
長
）　
桂
川
町
と
し
て
は

３
，４
０
０
億
円
の
公
費
投
入
の
確

実
な
実
施
や
、各
自
治
体
へ
の
財
政
支

援
を
国
に
強
く
要
望
し
て
い
る
。制
度

的
に
は
国
保
税
の
均
等
割
り
廃
止
は

で
き
な
い
。現
行
の
体
系
で
運
営
し
て

行
く
。

自
衛
隊
の
隊
員
募
集
の
広
報
な
ど

 

協
力
要
請
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

問　
兵
庫
県
姫
路
市
で
自
衛
隊
員
募

集
の
た
め
に
、高
校
や
大
学
卒
業
年

齢
に
あ
た
る
18
歳
と
22
歳
の
市
民
の

名
前
や
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
を
、

市
が
電
子
デ
ー
タ
ー
で
提
供
す
る
と

い
う
協
定
が
、議
会
に
知
ら
さ
れ
る
事

な
く
自
衛
隊
と
結
ば
れ
て
い
た
と
報

じ
ら
れ
て
い
た
。

　
本
町
に
自
衛
隊
か
ら
協
力
要
請
は
あ

る
の
か
。内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答（
坂
井
住
民
課
長
）　
本
町
へ
の
自

衛
隊
員
募
集
に
関
し
て
の
協
力
依
頼

は「
広
報
誌
へ
の
自
衛
官
採
用
試
験
の

日
程
等
の
掲
載
」と「
ポ
ス
タ
ー
の
提

示
」「
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
」が
あ

る
。
　
平
成
30
年
度
の
住
民
基
本
台
帳
閲
覧

で
は
、募
集
対
象
者
の
情
報
は
紙
媒
体・

電
子
媒
体
で
の
提
供
は
行
っ
て
い
な
い
。

 

エ
ア
コ
ン
設
置
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
　
各
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

今
年
の
夏
に
間
に
合
う
の
か
、具
体
的

な
回
答
を
求
め
る
。

答（
北
原
学
校
教
育
課
長
）　
実
施
設

計
が
今
月
に
は
完
了
す
る
の
で
、教
育

委
員
会
と
し
て
は
業
者
選
定
な
ど
今

後
の
手
続
き
を
早
急
に
進
め
、夏
ま

で
の
設
置
を
目
指
す
。

桂
川
駅
周
辺
や
桂
川
駅
自
由
通
路
等

整
備
の
経
費
内
容
と
周
知
に
つ
い
て

　
問　
最
終
的
な
金
額
と
起
債
等
は
。

答（
小
金
丸
建
設
事
業
課
長
）　
駅
周

辺
整
備
は
９
億
６
千
万
円
、駅
舎
や

自
由
通
路
は
12
億
６
千
万
円
、合
計

22
億
２
千
万
円
。起
債
総
額
10
億
６

千
万
円
。1
年
間
の
償
還
金
額
は
３
，

８
０
０
万
円
で
、支
払
期
間
は
、平
成

25
年
か
ら
28
年
間
。

問　
昨
年
の
12
月
議
会
で
２
億
7
千

万
円
の
増
額
を
、住
民
に
説
明
で
き

な
い
と
反
対
し
た
。そ
の
一
部
の
公
衆

ト
イ
レ
と
多
目
的
室（
6
，8
7
3
万

円
）の
面
積
と
利
用
目
的
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　
公
衆
ト
イ
レ

（
35
㎡
）、多
目
的
室（
55
㎡
）で
、具
体

的
な
利
用
目
的
は
定
め
て
い
な
い
。

問
　
当
初
計
画
し
た
ト
イ
レ
の
場
所
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　
多
目
的
ト
イ

レ
を
駅
舎
２
階
の
改
札
内
で
計
画
し

て
い
た
が
、１
階
に
変
更
し
た
。

問
　
完
成
後
、町
の
維
持
管
理
場
所
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　

自
由
通
路
・

公
衆
ト
イ
レ・多
目
的
室
。

問
　
議
員
へ
の
駅
自
由
通
路
等
の
説

明
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　

全
員
に
は
、

平
成
29
年
５
月
29
日
と
平
成
30
年
12

月
14
日
の
２
回
行
っ
た
。

問
　
特
別
委
員
会
の
設
置
は
。

答（
井
上
町
長
）　
順
調
に
進
行
し
て

い
る
の
で
、設
置
は
し
な
い
。

問
　
住
民
へ
の
周
知
は
。

答（
町
長
）　
広
報
誌
等
で
行
う
。

 

学
校
の
I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）の

活
用
及
び
専
門
職
員
の
対
応
に
つ
い
て

問　
I
C
T
活
用
等
の
環
境
を
作
る

こ
と
が
、子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
な
る
と
思
う
が
。

答（
町
長
）　
学
校
現
場
や
教
育
委
員

会
で
協
議
し
、計
画
の
策
定
を
し
て
ほ

し
い
。

 

二
反
田
団
地
へ
の
交
通
網
の
確
保
と 

道
路
の
拡
張
に
つ
い
て

問　
今
後
の
交
通
網
は
。

答（
江
藤
健
康
福
祉
課
長
）　
福
祉
バ

ス
に
つ
い
て
は
、団
地
建
設
の
進
捗
状

況
に
合
わ
せ
検
討
す
る
。

答（
町
長
）　
具
体
的
な
計
画
は
な
い
。

問　
道
路
の
拡
張
は
。

答（
町
長
）　
現
時
点
で
は
具
体
的
な

計
画
は
な
い
が
、今
後
の
課
題
。

学
校
等
の
安
全
・
防
災

（
緊
急
一
斉
メ
ー
ル
）の
状
況
に
つ
い
て

問　
学
校
や
幼
稚
園
で
の
、大
型
台

風
が
上
陸
・
接
近
す
る
時
や
不
審
者

情
報
な
ど
の
取
組
み
は
。

答（
北
原
学
校
教
育
課
長
）　
学
校
は
、

平
成
27
年
度
よ
り「
ど
こ
で
も
安
心

メ
ー
ル
」を
導
入
し
た
が
、幼
稚
園
は

未
実
施
。

問　
保
育
所
の
取
組
み
は
。

答（
秦
子
育
て
支
援
課
長
）　

保
護

者
が
送
迎
し
て
い
る
た
め
実
施
し
て

い
な
い
。

答（
町
長
）　

今
後
、現
場
と
協
議
し

て
対
応
し
た
い
。

 

桂
川
町
の
財
政
状
況
と
、

こ
れ
か
ら
の
取
組
み
に
つ
い
て

問　
き
び
し
い
財
政
状
況
に
な
っ
た

要
因
は
。

答（
井
上
町
長
）　
過
去
の
投
資
的
事

業（
特
に
庁
舎
建
設
）に
係
る
公
債
費

負
担
が
大
き
か
っ
た
こ
と
や
、地
方
交

付
税
の
削
減
な
ど
の
要
因
が
大
き
い
。

　
き
び
し
い
と
言
っ
て
も
、す
ぐ
に
も

赤
字
再
建
団
体
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。何
で
も
す
ぐ
で
き
る
よ
う

な
潤
沢
な
状
況
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
。

問　
年
ご
と
の
大
型
工
事
を
列
挙
す

る
と
、1
9
7
7
年
に
桂
川
小
学
校
、

78
年
に
土
師
保
育
所
・
社
会
福
祉
会

館
・
天
道
工
業
団
地
、（
略
）、82
年
に

桂
寿
苑
・
桂
川
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
・
町
民
プ
ー
ル
、83
年
に
保
健
セ

ン
タ
ー
・
湯
の
浦
森
林
公
園
、（
略
）、

90
年
に
桂
川
町
役
場
新
庁
舎
・
住
民

セ
ン
タ
ー
、94
年
に
桂
川
町
総
合
体

育
館
・
王
塚
古
墳
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、96

年
に
全
天
候
型
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、

（
略
）と
次
か
ら
次
に
建
設
さ
れ
て
い

る
。

　
2
0
0
4
年
に
給
食
調
理
場
を
完

成
し
て
か
ら
は
大
型
工
事
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。こ
の
間
で
借
金
が
30
億
円

以
上
減
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、過
去
、借
金
を
し
て

造
っ
た
施
設
が
老
朽
化
し
て
修
理
が

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。昨
年
３
月

作
成
の「
桂
川
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」の
中
に
、「
計
画
的
な
点

検
や
維
持
管
理
の
実
施
と
、今
後
個

別
計
画
に
も
と
づ
く
長
寿
化
」と
あ

る
が
、個
別
計
画
は
あ
る
の
か
。

答（
小
金
丸
建
設
事
業
課
長
）　
今
後
、

策
定
す
る
。

問　
各
施
設
ご
と
の
個
別
の
計
画
を

早
急
に
作
る
こ
と
が
必
要
。と
同
時

に
、町
の
施
設
全
体
を
見
通
し
て
、新

築・改
修・閉
鎖
な
ど
の
総
合
計
画
も

必
要
だ
が
、そ
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

答（
町
長
）　
個
別
計
画
の
前
に
総
合

計
画
が
必
要
で
あ
る
。現
在
、調
査
中

で
、内
容
は
固
ま
っ
て
い
な
い
。

問　
町
民
の
考
え
を
聞
く
必
要
が
あ

る
。委
員
会
を
作
る
こ
と
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

問　
今
の
桂
川
小
学
校
・
中
学
校
が

あ
る
所
に
、小
学
校
・
中
学
校
・
保
育

所
・
幼
稚
園
・
学
童
保
育
所
、そ
し
て
、

高
齢
者
の
憩
い
の
施
設
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、そ
れ
ら
の
施
設
の

立
て
替
え
の
た
め
の
総
合
的
な
計
画

も
必
要
。そ
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

答（
町
長
）　
い
ず
れ
議
論
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
委
員
会
を
作
り
、早
急
に
議
論

を
始
め
て
ほ
し
い
。

　
文
字
数
制
限
の
た
め
、「
駅
舎
等
に

か
か
る
財
政
の
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
」「
ゆ
の
う
ら
体
験
の
杜
の
活
用
」

「
町
長
の
行
政
報
告・施
政
方
針
に
つ

い
て
」「
浄
水
場
の
改
築
」に
つ
い
て
は
、

掲
載
で
き
な
か
っ
た
。

　
財
政
の
余
裕
が
な
い
中
で
、ゆ
の
う

ら
体
験
の
杜
を
造
り
、駅
舎
を
造
る

こ
と
は
問
題
だ
と
意
見
を
述
べた
。

 

地
区
防
災
計
画
に
つ
い
て

問　
「
地
区
防
災
計
画
」が
、平
成
25

年
の
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
で
創

設
さ
れ
て
い
る
。こ
の「
地
区
防
災
計

画
」を
立
て
る
単
位
は
、町
内
会
や
行

政
区
・
商
店
街
・
学
校
・
医
療
・
福
祉

施
設
な
ど
が
あ
る
。

　
桂
川
町
で
は
防
災
区
と
い
う
形
を

と
っ
て
い
る
が
、も
っ
と
コ
ン
パ
ク
ト

に
な
ら
な
い
の
か
。

答（
井
上
町
長
）　

本
町
の
自
主
防

災
活
動
の
要
と
し
て
、７
つ
の
自
主

防
災
区
の
存
在
が
あ
る
。町
で
は
、そ

の
活
動
支
援
と
し
て
、毎
年
、補
助
金

等
の
交
付
や
総
会
等
へ
の
参
加
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　
７
つ
の
防
災
区
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
実
情
が
あ
り
、そ
の
求
め
ら

れ
る
地
域
防
災
の
あ
り
方
は
様
々
な

も
の
が
あ
る
。

　
今
後
、町
と
し
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
特
性
を
考
慮
し
た
地
区
防
災
の

あ
り
方
を
研
究・模
索
し
な
が
ら
、積

極
的
に
提
案
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

 

民
生
児
童
委
員
に
つ
い
て

問　
現
在
、桂
川
町
の
各
行
政
区
で
は
、

民
生
児
童
委
員
の
な
り
手
が
な
く
て

困
っ
て
い
る
所
が
あ
る
よ
う
だ
が
、民

生
児
童
委
員
の
活
動
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

答（
江
藤
健
康
福
祉
課
長
）　

地
域

の
身
近
な
相
談
役
で
あ
り
、必
要
な

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、行
政

機
関
へ
の「
つ
な
ぎ
役
」で
あ
る
。

　

月
１
回
の
定
例
会
・ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
・
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
作
成
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
に
つ
い
て
、区

長
・
分
館
長
と
と
も
に
、中
心
的
存

在
で
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
民
生
児
童
委
員
の
な
り
手
不

足
に
対
し
て
、仕
事
の
負
担
軽
減
や

報
酬
を
上
げ
る
な
ど
、な
に
か
対
策

は
考
え
て
い
る
の
か
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）　

地
元
よ
り

相
談
が
あ
れ
ば
出
来
る
限
り
支
援
さ

せ
て
い
た
だ
く
。報
酬
等
に
つ
い
て
は
、

他
の
各
種
委
員
と
の
兼
ね
合
い
も
あ

り
、今
後
早
急
に
対
応
す
る
。

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て

問　
桂
川
町
で
も
年
に
数
回
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
献
血
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
の
呼
び

か
け
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）　
今
後
、献
血

実
施
時
に
ド
ナ
ー
登
録
啓
発
チ
ラ
シ

を
配
布
。併
せ
て
広
報
け
い
せ
ん
で

周
知
し
、協
力
の
お
願
い
を
す
る
。

 

自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て

問　
本
町
で
は
、昨
年
・一
昨
年
と
連

続
し
て
７
月
に
集
中
豪
雨
に
よ
る
水

害
が
発
生
し
て
い
る
。

　
昨
年
は
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水

で
特
に
穂
波
川
豆
田
橋
付
近
の
流
域

で
決
壊
の
危
険
性
が
発
生
し
た
た
め
、

避
難
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
被
害
に
あ
っ
た
地
域
の
復
旧

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
は
あ

る
が
、こ
の
よ
う
に
毎
年
災
害
発
生

が
懸
念
さ
れ
る
危
険
箇
所
へ
の
対
策

は
、ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
。

答（
小
金
丸
建
設
事
業
課
長
）　

河

川
堤
防
は
、住
民
の
生
命
と
財
産
を

洪
水
な
ど
か
ら
守
る
重
要
な
構
造
物

で
あ
り
、町
内
を
流
れ
る
比
較
的
大

き
な
河
川
は
、福
岡
県
が
管
理
す
る

も
の
だ
。

　

堤
防
の
改
良
な
ど
の
対
策
、浚
渫

等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、河
川
が

持
っ
て
い
る
流
下
能
力
が
低
下
し
な

い
よ
う
、県
に
引
き
続
き
要
望
し
て

い
く
。

【
目
　
的
】

【
桂
川
小
学
校
】

　

懸
案
だ
っ
た
桂
川
中
学
校

の
ト
イ
レ
は
改
修
さ
れ
、
臭

い
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
授

業
が
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
班

（
４
〜
５
人
）
に
一
つ
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
い
、
み
ん
な
で

協
力
し
て
「
調
べ
学
習
」
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
１
ク
ラ

ス
全
員
分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
は

ほ
し
い
も
の
で
す
。

【
桂
川
中
学
校
】

学 

校 

視 

察

   （
文
教
厚
生
委
員
会
）
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𠮷
川
紀
代
子
議
員

　

昨
年
の
7
月
豪
雨
で
、堤
防
の
土

手
が
崩
壊
し
そ
う
に
な
っ
た
狩
野
た

め
池
の
災
害
復
旧
工
事
が
完
了
し

ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
に
は
、二
反
田
及
び

土
師
地
区
の
一
部
に
、避
難
指
示
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
が
、桂
川
町
建
設

業
組
合
の
皆
さ
ん
の
素
早
い
対
応
で
、

事
無
き
を
得
ま
し
た
。

　

山
崎
・
上
深
町
線（
桂
川
駅
南
側

道
路
）が
、3
月
末
で
全
線
開
通
し
ま

し
た
。安
全
で
快
適
な
歩
行
者
・
自

転
車
の
利
用
環
境
を
考
慮
し
て
、歩

道
２
ｍ
・
自
転
車
通
行
帯
２
ｍ
を
確

保
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
駅
南

側
の
開
発
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。後
は
駅
舎
の
完
成
を
待
つ
ば
か

り
で
す
。

　
総
務
経
済
建
設
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

  

下
川　
康
弘

３
月
定
例
会
で
次
の
議
員
が

　
　
　  

一
般
質
問
し
ま
し
た

現
場
視
察

　
　
　
（
総
務
経
済
建
設
委
員
会　
4
月
5
日
）

狩野ため池

桂川駅南側道路

  

国
民
健
康
保
険
行
政
に
つ
い
て

問
　
現
在
、国
か
ら
地
方
に
補
助
金

を
３
，４
０
０
億
円
出
し
て
い
る
が
、

こ
れ
で
は
足
り
な
い
の
で
全
国
知
事

会
な
ど
地
方
団
体
は
、国
に
均
等
割

り
の
見
直
し
を
要
求
し
、１
兆
円
程

度
の
公
費
投
入
を
求
め
て
い
る
。

　

国
保
が
著
し
く
高
い
要
因
の
ひ
と

つ
に
均
等
割
り
が
あ
り
、岩
手
県
宮
古

市
で
は
高
校
生
世
代
ま
で
所
得
制
限

な
し
で
５
０
１
世
帯
・８
３
６
人
に
、

今
年
の
４
月
か
ら
全
額
免
除
に
踏
み

切
っ
た
。

　

全
国
知
事
会
の
要
望
を
ど
の
よ
う

に
受
け
と
め
る
か
、町
長
の
見
解
を
求

め
る
。

答（
井
上
町
長
）　
桂
川
町
と
し
て
は

３
，４
０
０
億
円
の
公
費
投
入
の
確

実
な
実
施
や
、各
自
治
体
へ
の
財
政
支

援
を
国
に
強
く
要
望
し
て
い
る
。制
度

的
に
は
国
保
税
の
均
等
割
り
廃
止
は

で
き
な
い
。現
行
の
体
系
で
運
営
し
て

行
く
。

自
衛
隊
の
隊
員
募
集
の
広
報
な
ど

 

協
力
要
請
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

問　
兵
庫
県
姫
路
市
で
自
衛
隊
員
募

集
の
た
め
に
、高
校
や
大
学
卒
業
年

齢
に
あ
た
る
18
歳
と
22
歳
の
市
民
の

名
前
や
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
を
、

市
が
電
子
デ
ー
タ
ー
で
提
供
す
る
と

い
う
協
定
が
、議
会
に
知
ら
さ
れ
る
事

な
く
自
衛
隊
と
結
ば
れ
て
い
た
と
報

じ
ら
れ
て
い
た
。

　
本
町
に
自
衛
隊
か
ら
協
力
要
請
は
あ

る
の
か
。内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答（
坂
井
住
民
課
長
）　
本
町
へ
の
自

衛
隊
員
募
集
に
関
し
て
の
協
力
依
頼

は「
広
報
誌
へ
の
自
衛
官
採
用
試
験
の

日
程
等
の
掲
載
」と「
ポ
ス
タ
ー
の
提

示
」「
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
」が
あ

る
。
　
平
成
30
年
度
の
住
民
基
本
台
帳
閲
覧

で
は
、募
集
対
象
者
の
情
報
は
紙
媒
体・

電
子
媒
体
で
の
提
供
は
行
っ
て
い
な
い
。

 

エ
ア
コ
ン
設
置
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
　
各
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

今
年
の
夏
に
間
に
合
う
の
か
、具
体
的

な
回
答
を
求
め
る
。

答（
北
原
学
校
教
育
課
長
）　
実
施
設

計
が
今
月
に
は
完
了
す
る
の
で
、教
育

委
員
会
と
し
て
は
業
者
選
定
な
ど
今

後
の
手
続
き
を
早
急
に
進
め
、夏
ま

で
の
設
置
を
目
指
す
。

桂
川
駅
周
辺
や
桂
川
駅
自
由
通
路
等

整
備
の
経
費
内
容
と
周
知
に
つ
い
て

　
問　
最
終
的
な
金
額
と
起
債
等
は
。

答（
小
金
丸
建
設
事
業
課
長
）　
駅
周

辺
整
備
は
９
億
６
千
万
円
、駅
舎
や

自
由
通
路
は
12
億
６
千
万
円
、合
計

22
億
２
千
万
円
。起
債
総
額
10
億
６

千
万
円
。1
年
間
の
償
還
金
額
は
３
，

８
０
０
万
円
で
、支
払
期
間
は
、平
成

25
年
か
ら
28
年
間
。

問　
昨
年
の
12
月
議
会
で
２
億
7
千

万
円
の
増
額
を
、住
民
に
説
明
で
き

な
い
と
反
対
し
た
。そ
の
一
部
の
公
衆

ト
イ
レ
と
多
目
的
室（
6
，8
7
3
万

円
）の
面
積
と
利
用
目
的
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　
公
衆
ト
イ
レ

（
35
㎡
）、多
目
的
室（
55
㎡
）で
、具
体

的
な
利
用
目
的
は
定
め
て
い
な
い
。

問
　
当
初
計
画
し
た
ト
イ
レ
の
場
所
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　
多
目
的
ト
イ

レ
を
駅
舎
２
階
の
改
札
内
で
計
画
し

て
い
た
が
、１
階
に
変
更
し
た
。

問
　
完
成
後
、町
の
維
持
管
理
場
所
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　

自
由
通
路
・

公
衆
ト
イ
レ・多
目
的
室
。

問
　
議
員
へ
の
駅
自
由
通
路
等
の
説

明
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　

全
員
に
は
、

平
成
29
年
５
月
29
日
と
平
成
30
年
12

月
14
日
の
２
回
行
っ
た
。

問
　
特
別
委
員
会
の
設
置
は
。

答（
井
上
町
長
）　
順
調
に
進
行
し
て

い
る
の
で
、設
置
は
し
な
い
。

問
　
住
民
へ
の
周
知
は
。

答（
町
長
）　
広
報
誌
等
で
行
う
。

 

学
校
の
I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）の

活
用
及
び
専
門
職
員
の
対
応
に
つ
い
て

問　
I
C
T
活
用
等
の
環
境
を
作
る

こ
と
が
、子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
な
る
と
思
う
が
。

答（
町
長
）　
学
校
現
場
や
教
育
委
員

会
で
協
議
し
、計
画
の
策
定
を
し
て
ほ

し
い
。

 

二
反
田
団
地
へ
の
交
通
網
の
確
保
と 

道
路
の
拡
張
に
つ
い
て

問　
今
後
の
交
通
網
は
。

答（
江
藤
健
康
福
祉
課
長
）　
福
祉
バ

ス
に
つ
い
て
は
、団
地
建
設
の
進
捗
状

況
に
合
わ
せ
検
討
す
る
。

答（
町
長
）　
具
体
的
な
計
画
は
な
い
。

問　
道
路
の
拡
張
は
。

答（
町
長
）　
現
時
点
で
は
具
体
的
な

計
画
は
な
い
が
、今
後
の
課
題
。

学
校
等
の
安
全
・
防
災

（
緊
急
一
斉
メ
ー
ル
）の
状
況
に
つ
い
て

問　
学
校
や
幼
稚
園
で
の
、大
型
台

風
が
上
陸
・
接
近
す
る
時
や
不
審
者

情
報
な
ど
の
取
組
み
は
。

答（
北
原
学
校
教
育
課
長
）　
学
校
は
、

平
成
27
年
度
よ
り「
ど
こ
で
も
安
心

メ
ー
ル
」を
導
入
し
た
が
、幼
稚
園
は

未
実
施
。

問　
保
育
所
の
取
組
み
は
。

答（
秦
子
育
て
支
援
課
長
）　

保
護

者
が
送
迎
し
て
い
る
た
め
実
施
し
て

い
な
い
。

答（
町
長
）　

今
後
、現
場
と
協
議
し

て
対
応
し
た
い
。

 

桂
川
町
の
財
政
状
況
と
、

こ
れ
か
ら
の
取
組
み
に
つ
い
て

問　
き
び
し
い
財
政
状
況
に
な
っ
た

要
因
は
。

答（
井
上
町
長
）　
過
去
の
投
資
的
事

業（
特
に
庁
舎
建
設
）に
係
る
公
債
費

負
担
が
大
き
か
っ
た
こ
と
や
、地
方
交

付
税
の
削
減
な
ど
の
要
因
が
大
き
い
。

　
き
び
し
い
と
言
っ
て
も
、す
ぐ
に
も

赤
字
再
建
団
体
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。何
で
も
す
ぐ
で
き
る
よ
う

な
潤
沢
な
状
況
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
。

問　
年
ご
と
の
大
型
工
事
を
列
挙
す

る
と
、1
9
7
7
年
に
桂
川
小
学
校
、

78
年
に
土
師
保
育
所
・
社
会
福
祉
会

館
・
天
道
工
業
団
地
、（
略
）、82
年
に

桂
寿
苑
・
桂
川
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
・
町
民
プ
ー
ル
、83
年
に
保
健
セ

ン
タ
ー
・
湯
の
浦
森
林
公
園
、（
略
）、

90
年
に
桂
川
町
役
場
新
庁
舎
・
住
民

セ
ン
タ
ー
、94
年
に
桂
川
町
総
合
体

育
館
・
王
塚
古
墳
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、96

年
に
全
天
候
型
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、

（
略
）と
次
か
ら
次
に
建
設
さ
れ
て
い

る
。

　
2
0
0
4
年
に
給
食
調
理
場
を
完

成
し
て
か
ら
は
大
型
工
事
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。こ
の
間
で
借
金
が
30
億
円

以
上
減
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、過
去
、借
金
を
し
て

造
っ
た
施
設
が
老
朽
化
し
て
修
理
が

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。昨
年
３
月

作
成
の「
桂
川
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」の
中
に
、「
計
画
的
な
点

検
や
維
持
管
理
の
実
施
と
、今
後
個

別
計
画
に
も
と
づ
く
長
寿
化
」と
あ

る
が
、個
別
計
画
は
あ
る
の
か
。

答（
小
金
丸
建
設
事
業
課
長
）　
今
後
、

策
定
す
る
。

問　
各
施
設
ご
と
の
個
別
の
計
画
を

早
急
に
作
る
こ
と
が
必
要
。と
同
時

に
、町
の
施
設
全
体
を
見
通
し
て
、新

築・改
修・閉
鎖
な
ど
の
総
合
計
画
も

必
要
だ
が
、そ
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

答（
町
長
）　
個
別
計
画
の
前
に
総
合

計
画
が
必
要
で
あ
る
。現
在
、調
査
中

で
、内
容
は
固
ま
っ
て
い
な
い
。

問　
町
民
の
考
え
を
聞
く
必
要
が
あ

る
。委
員
会
を
作
る
こ
と
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

問　
今
の
桂
川
小
学
校
・
中
学
校
が

あ
る
所
に
、小
学
校
・
中
学
校
・
保
育

所
・
幼
稚
園
・
学
童
保
育
所
、そ
し
て
、

高
齢
者
の
憩
い
の
施
設
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、そ
れ
ら
の
施
設
の

立
て
替
え
の
た
め
の
総
合
的
な
計
画

も
必
要
。そ
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

答（
町
長
）　
い
ず
れ
議
論
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
委
員
会
を
作
り
、早
急
に
議
論

を
始
め
て
ほ
し
い
。

　
文
字
数
制
限
の
た
め
、「
駅
舎
等
に

か
か
る
財
政
の
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
」「
ゆ
の
う
ら
体
験
の
杜
の
活
用
」

「
町
長
の
行
政
報
告・施
政
方
針
に
つ

い
て
」「
浄
水
場
の
改
築
」に
つ
い
て
は
、

掲
載
で
き
な
か
っ
た
。

　
財
政
の
余
裕
が
な
い
中
で
、ゆ
の
う

ら
体
験
の
杜
を
造
り
、駅
舎
を
造
る

こ
と
は
問
題
だ
と
意
見
を
述
べた
。

 

地
区
防
災
計
画
に
つ
い
て

問　
「
地
区
防
災
計
画
」が
、平
成
25

年
の
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
で
創

設
さ
れ
て
い
る
。こ
の「
地
区
防
災
計

画
」を
立
て
る
単
位
は
、町
内
会
や
行

政
区
・
商
店
街
・
学
校
・
医
療
・
福
祉

施
設
な
ど
が
あ
る
。

　
桂
川
町
で
は
防
災
区
と
い
う
形
を

と
っ
て
い
る
が
、も
っ
と
コ
ン
パ
ク
ト

に
な
ら
な
い
の
か
。

答（
井
上
町
長
）　

本
町
の
自
主
防

災
活
動
の
要
と
し
て
、７
つ
の
自
主

防
災
区
の
存
在
が
あ
る
。町
で
は
、そ

の
活
動
支
援
と
し
て
、毎
年
、補
助
金

等
の
交
付
や
総
会
等
へ
の
参
加
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　
７
つ
の
防
災
区
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
実
情
が
あ
り
、そ
の
求
め
ら

れ
る
地
域
防
災
の
あ
り
方
は
様
々
な

も
の
が
あ
る
。

　
今
後
、町
と
し
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
特
性
を
考
慮
し
た
地
区
防
災
の

あ
り
方
を
研
究・模
索
し
な
が
ら
、積

極
的
に
提
案
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

 

民
生
児
童
委
員
に
つ
い
て

問　
現
在
、桂
川
町
の
各
行
政
区
で
は
、

民
生
児
童
委
員
の
な
り
手
が
な
く
て

困
っ
て
い
る
所
が
あ
る
よ
う
だ
が
、民

生
児
童
委
員
の
活
動
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

答（
江
藤
健
康
福
祉
課
長
）　

地
域

の
身
近
な
相
談
役
で
あ
り
、必
要
な

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、行
政

機
関
へ
の「
つ
な
ぎ
役
」で
あ
る
。

　

月
１
回
の
定
例
会
・ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
・
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
作
成
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
に
つ
い
て
、区

長
・
分
館
長
と
と
も
に
、中
心
的
存

在
で
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
民
生
児
童
委
員
の
な
り
手
不

足
に
対
し
て
、仕
事
の
負
担
軽
減
や

報
酬
を
上
げ
る
な
ど
、な
に
か
対
策

は
考
え
て
い
る
の
か
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）　

地
元
よ
り

相
談
が
あ
れ
ば
出
来
る
限
り
支
援
さ

せ
て
い
た
だ
く
。報
酬
等
に
つ
い
て
は
、

他
の
各
種
委
員
と
の
兼
ね
合
い
も
あ

り
、今
後
早
急
に
対
応
す
る
。

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て

問　
桂
川
町
で
も
年
に
数
回
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
献
血
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
の
呼
び

か
け
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）　
今
後
、献
血

実
施
時
に
ド
ナ
ー
登
録
啓
発
チ
ラ
シ

を
配
布
。併
せ
て
広
報
け
い
せ
ん
で

周
知
し
、協
力
の
お
願
い
を
す
る
。

一
般
質
問

 

自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て

問　
本
町
で
は
、昨
年
・一
昨
年
と
連

続
し
て
７
月
に
集
中
豪
雨
に
よ
る
水

害
が
発
生
し
て
い
る
。

　
昨
年
は
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水

で
特
に
穂
波
川
豆
田
橋
付
近
の
流
域

で
決
壊
の
危
険
性
が
発
生
し
た
た
め
、

避
難
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
被
害
に
あ
っ
た
地
域
の
復
旧

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
は
あ

る
が
、こ
の
よ
う
に
毎
年
災
害
発
生

が
懸
念
さ
れ
る
危
険
箇
所
へ
の
対
策

は
、ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
。

答（
小
金
丸
建
設
事
業
課
長
）　

河

川
堤
防
は
、住
民
の
生
命
と
財
産
を

洪
水
な
ど
か
ら
守
る
重
要
な
構
造
物

で
あ
り
、町
内
を
流
れ
る
比
較
的
大

き
な
河
川
は
、福
岡
県
が
管
理
す
る

も
の
だ
。

　

堤
防
の
改
良
な
ど
の
対
策
、浚
渫

等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、河
川
が

持
っ
て
い
る
流
下
能
力
が
低
下
し
な

い
よ
う
、県
に
引
き
続
き
要
望
し
て

い
く
。

か
ん
の
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大
塚
和
佳
議
員

柴
田
正
彦
議
員

  

国
民
健
康
保
険
行
政
に
つ
い
て

問
　
現
在
、国
か
ら
地
方
に
補
助
金

を
３
，４
０
０
億
円
出
し
て
い
る
が
、

こ
れ
で
は
足
り
な
い
の
で
全
国
知
事

会
な
ど
地
方
団
体
は
、国
に
均
等
割

り
の
見
直
し
を
要
求
し
、１
兆
円
程

度
の
公
費
投
入
を
求
め
て
い
る
。

　

国
保
が
著
し
く
高
い
要
因
の
ひ
と

つ
に
均
等
割
り
が
あ
り
、岩
手
県
宮
古

市
で
は
高
校
生
世
代
ま
で
所
得
制
限

な
し
で
５
０
１
世
帯
・８
３
６
人
に
、

今
年
の
４
月
か
ら
全
額
免
除
に
踏
み

切
っ
た
。

　

全
国
知
事
会
の
要
望
を
ど
の
よ
う

に
受
け
と
め
る
か
、町
長
の
見
解
を
求

め
る
。

答（
井
上
町
長
）　
桂
川
町
と
し
て
は

３
，４
０
０
億
円
の
公
費
投
入
の
確

実
な
実
施
や
、各
自
治
体
へ
の
財
政
支

援
を
国
に
強
く
要
望
し
て
い
る
。制
度

的
に
は
国
保
税
の
均
等
割
り
廃
止
は

で
き
な
い
。現
行
の
体
系
で
運
営
し
て

行
く
。

自
衛
隊
の
隊
員
募
集
の
広
報
な
ど

 

協
力
要
請
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

問　
兵
庫
県
姫
路
市
で
自
衛
隊
員
募

集
の
た
め
に
、高
校
や
大
学
卒
業
年

齢
に
あ
た
る
18
歳
と
22
歳
の
市
民
の

名
前
や
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
を
、

市
が
電
子
デ
ー
タ
ー
で
提
供
す
る
と

い
う
協
定
が
、議
会
に
知
ら
さ
れ
る
事

な
く
自
衛
隊
と
結
ば
れ
て
い
た
と
報

じ
ら
れ
て
い
た
。

　
本
町
に
自
衛
隊
か
ら
協
力
要
請
は
あ

る
の
か
。内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答（
坂
井
住
民
課
長
）　
本
町
へ
の
自

衛
隊
員
募
集
に
関
し
て
の
協
力
依
頼

は「
広
報
誌
へ
の
自
衛
官
採
用
試
験
の

日
程
等
の
掲
載
」と「
ポ
ス
タ
ー
の
提

示
」「
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
」が
あ

る
。
　
平
成
30
年
度
の
住
民
基
本
台
帳
閲
覧

で
は
、募
集
対
象
者
の
情
報
は
紙
媒
体・

電
子
媒
体
で
の
提
供
は
行
っ
て
い
な
い
。

 
エ
ア
コ
ン
設
置
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
　
各
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

今
年
の
夏
に
間
に
合
う
の
か
、具
体
的

な
回
答
を
求
め
る
。

答（
北
原
学
校
教
育
課
長
）　
実
施
設

計
が
今
月
に
は
完
了
す
る
の
で
、教
育

委
員
会
と
し
て
は
業
者
選
定
な
ど
今

後
の
手
続
き
を
早
急
に
進
め
、夏
ま

で
の
設
置
を
目
指
す
。

桂
川
駅
周
辺
や
桂
川
駅
自
由
通
路
等

整
備
の
経
費
内
容
と
周
知
に
つ
い
て

　
問　
最
終
的
な
金
額
と
起
債
等
は
。

答（
小
金
丸
建
設
事
業
課
長
）　
駅
周

辺
整
備
は
９
億
６
千
万
円
、駅
舎
や

自
由
通
路
は
12
億
６
千
万
円
、合
計

22
億
２
千
万
円
。起
債
総
額
10
億
６

千
万
円
。1
年
間
の
償
還
金
額
は
３
，

８
０
０
万
円
で
、支
払
期
間
は
、平
成

25
年
か
ら
28
年
間
。

問　
昨
年
の
12
月
議
会
で
２
億
7
千

万
円
の
増
額
を
、住
民
に
説
明
で
き

な
い
と
反
対
し
た
。そ
の
一
部
の
公
衆

ト
イ
レ
と
多
目
的
室（
6
，8
7
3
万

円
）の
面
積
と
利
用
目
的
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　
公
衆
ト
イ
レ

（
35
㎡
）、多
目
的
室（
55
㎡
）で
、具
体

的
な
利
用
目
的
は
定
め
て
い
な
い
。

問
　
当
初
計
画
し
た
ト
イ
レ
の
場
所
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　
多
目
的
ト
イ

レ
を
駅
舎
２
階
の
改
札
内
で
計
画
し

て
い
た
が
、１
階
に
変
更
し
た
。

問
　
完
成
後
、町
の
維
持
管
理
場
所
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　

自
由
通
路
・

公
衆
ト
イ
レ・多
目
的
室
。

問
　
議
員
へ
の
駅
自
由
通
路
等
の
説

明
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　

全
員
に
は
、

平
成
29
年
５
月
29
日
と
平
成
30
年
12

月
14
日
の
２
回
行
っ
た
。

問
　
特
別
委
員
会
の
設
置
は
。

答（
井
上
町
長
）　
順
調
に
進
行
し
て

い
る
の
で
、設
置
は
し
な
い
。

問
　
住
民
へ
の
周
知
は
。

答（
町
長
）　
広
報
誌
等
で
行
う
。

 

学
校
の
I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）の

活
用
及
び
専
門
職
員
の
対
応
に
つ
い
て

問　
I
C
T
活
用
等
の
環
境
を
作
る

こ
と
が
、子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
な
る
と
思
う
が
。

答（
町
長
）　
学
校
現
場
や
教
育
委
員

会
で
協
議
し
、計
画
の
策
定
を
し
て
ほ

し
い
。

 

二
反
田
団
地
へ
の
交
通
網
の
確
保
と 

道
路
の
拡
張
に
つ
い
て

問　
今
後
の
交
通
網
は
。

答（
江
藤
健
康
福
祉
課
長
）　
福
祉
バ

ス
に
つ
い
て
は
、団
地
建
設
の
進
捗
状

況
に
合
わ
せ
検
討
す
る
。

答（
町
長
）　
具
体
的
な
計
画
は
な
い
。

問　
道
路
の
拡
張
は
。

答（
町
長
）　
現
時
点
で
は
具
体
的
な

計
画
は
な
い
が
、今
後
の
課
題
。

学
校
等
の
安
全
・
防
災

（
緊
急
一
斉
メ
ー
ル
）の
状
況
に
つ
い
て

問　
学
校
や
幼
稚
園
で
の
、大
型
台

風
が
上
陸
・
接
近
す
る
時
や
不
審
者

情
報
な
ど
の
取
組
み
は
。

答（
北
原
学
校
教
育
課
長
）　
学
校
は
、

平
成
27
年
度
よ
り「
ど
こ
で
も
安
心

メ
ー
ル
」を
導
入
し
た
が
、幼
稚
園
は

未
実
施
。

問　
保
育
所
の
取
組
み
は
。

答（
秦
子
育
て
支
援
課
長
）　

保
護

者
が
送
迎
し
て
い
る
た
め
実
施
し
て

い
な
い
。

答（
町
長
）　

今
後
、現
場
と
協
議
し

て
対
応
し
た
い
。

 

桂
川
町
の
財
政
状
況
と
、

こ
れ
か
ら
の
取
組
み
に
つ
い
て

問　
き
び
し
い
財
政
状
況
に
な
っ
た

要
因
は
。

答（
井
上
町
長
）　
過
去
の
投
資
的
事

業（
特
に
庁
舎
建
設
）に
係
る
公
債
費

負
担
が
大
き
か
っ
た
こ
と
や
、地
方
交

付
税
の
削
減
な
ど
の
要
因
が
大
き
い
。

　
き
び
し
い
と
言
っ
て
も
、す
ぐ
に
も

赤
字
再
建
団
体
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。何
で
も
す
ぐ
で
き
る
よ
う

な
潤
沢
な
状
況
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
。

問　
年
ご
と
の
大
型
工
事
を
列
挙
す

る
と
、1
9
7
7
年
に
桂
川
小
学
校
、

78
年
に
土
師
保
育
所
・
社
会
福
祉
会

館
・
天
道
工
業
団
地
、（
略
）、82
年
に

桂
寿
苑
・
桂
川
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
・
町
民
プ
ー
ル
、83
年
に
保
健
セ

ン
タ
ー
・
湯
の
浦
森
林
公
園
、（
略
）、

90
年
に
桂
川
町
役
場
新
庁
舎
・
住
民

セ
ン
タ
ー
、94
年
に
桂
川
町
総
合
体

育
館
・
王
塚
古
墳
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、96

年
に
全
天
候
型
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、

（
略
）と
次
か
ら
次
に
建
設
さ
れ
て
い

る
。

　
2
0
0
4
年
に
給
食
調
理
場
を
完

成
し
て
か
ら
は
大
型
工
事
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。こ
の
間
で
借
金
が
30
億
円

以
上
減
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、過
去
、借
金
を
し
て

造
っ
た
施
設
が
老
朽
化
し
て
修
理
が

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。昨
年
３
月

作
成
の「
桂
川
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」の
中
に
、「
計
画
的
な
点

検
や
維
持
管
理
の
実
施
と
、今
後
個

別
計
画
に
も
と
づ
く
長
寿
化
」と
あ

る
が
、個
別
計
画
は
あ
る
の
か
。

答（
小
金
丸
建
設
事
業
課
長
）　
今
後
、

策
定
す
る
。

問　
各
施
設
ご
と
の
個
別
の
計
画
を

早
急
に
作
る
こ
と
が
必
要
。と
同
時

に
、町
の
施
設
全
体
を
見
通
し
て
、新

築・改
修・閉
鎖
な
ど
の
総
合
計
画
も

必
要
だ
が
、そ
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

答（
町
長
）　
個
別
計
画
の
前
に
総
合

計
画
が
必
要
で
あ
る
。現
在
、調
査
中

で
、内
容
は
固
ま
っ
て
い
な
い
。

問　
町
民
の
考
え
を
聞
く
必
要
が
あ

る
。委
員
会
を
作
る
こ
と
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

問　
今
の
桂
川
小
学
校
・
中
学
校
が

あ
る
所
に
、小
学
校
・
中
学
校
・
保
育

所
・
幼
稚
園
・
学
童
保
育
所
、そ
し
て
、

高
齢
者
の
憩
い
の
施
設
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、そ
れ
ら
の
施
設
の

立
て
替
え
の
た
め
の
総
合
的
な
計
画

も
必
要
。そ
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

答（
町
長
）　
い
ず
れ
議
論
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
委
員
会
を
作
り
、早
急
に
議
論

を
始
め
て
ほ
し
い
。

　
文
字
数
制
限
の
た
め
、「
駅
舎
等
に

か
か
る
財
政
の
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
」「
ゆ
の
う
ら
体
験
の
杜
の
活
用
」

「
町
長
の
行
政
報
告・施
政
方
針
に
つ

い
て
」「
浄
水
場
の
改
築
」に
つ
い
て
は
、

掲
載
で
き
な
か
っ
た
。

　
財
政
の
余
裕
が
な
い
中
で
、ゆ
の
う

ら
体
験
の
杜
を
造
り
、駅
舎
を
造
る

こ
と
は
問
題
だ
と
意
見
を
述
べた
。

 

地
区
防
災
計
画
に
つ
い
て

問　
「
地
区
防
災
計
画
」が
、平
成
25

年
の
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
で
創

設
さ
れ
て
い
る
。こ
の「
地
区
防
災
計

画
」を
立
て
る
単
位
は
、町
内
会
や
行

政
区
・
商
店
街
・
学
校
・
医
療
・
福
祉

施
設
な
ど
が
あ
る
。

　
桂
川
町
で
は
防
災
区
と
い
う
形
を

と
っ
て
い
る
が
、も
っ
と
コ
ン
パ
ク
ト

に
な
ら
な
い
の
か
。

答（
井
上
町
長
）　

本
町
の
自
主
防

災
活
動
の
要
と
し
て
、７
つ
の
自
主

防
災
区
の
存
在
が
あ
る
。町
で
は
、そ

の
活
動
支
援
と
し
て
、毎
年
、補
助
金

等
の
交
付
や
総
会
等
へ
の
参
加
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　
７
つ
の
防
災
区
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
実
情
が
あ
り
、そ
の
求
め
ら

れ
る
地
域
防
災
の
あ
り
方
は
様
々
な

も
の
が
あ
る
。

　
今
後
、町
と
し
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
特
性
を
考
慮
し
た
地
区
防
災
の

あ
り
方
を
研
究・模
索
し
な
が
ら
、積

極
的
に
提
案
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

 

民
生
児
童
委
員
に
つ
い
て

問　
現
在
、桂
川
町
の
各
行
政
区
で
は
、

民
生
児
童
委
員
の
な
り
手
が
な
く
て

困
っ
て
い
る
所
が
あ
る
よ
う
だ
が
、民

生
児
童
委
員
の
活
動
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

答（
江
藤
健
康
福
祉
課
長
）　

地
域

の
身
近
な
相
談
役
で
あ
り
、必
要
な

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、行
政

機
関
へ
の「
つ
な
ぎ
役
」で
あ
る
。

　

月
１
回
の
定
例
会
・ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
・
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
作
成
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
に
つ
い
て
、区

長
・
分
館
長
と
と
も
に
、中
心
的
存

在
で
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
民
生
児
童
委
員
の
な
り
手
不

足
に
対
し
て
、仕
事
の
負
担
軽
減
や

報
酬
を
上
げ
る
な
ど
、な
に
か
対
策

は
考
え
て
い
る
の
か
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）　

地
元
よ
り

相
談
が
あ
れ
ば
出
来
る
限
り
支
援
さ

せ
て
い
た
だ
く
。報
酬
等
に
つ
い
て
は
、

他
の
各
種
委
員
と
の
兼
ね
合
い
も
あ

り
、今
後
早
急
に
対
応
す
る
。

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て

問　
桂
川
町
で
も
年
に
数
回
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
献
血
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
の
呼
び

か
け
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）　
今
後
、献
血

実
施
時
に
ド
ナ
ー
登
録
啓
発
チ
ラ
シ

を
配
布
。併
せ
て
広
報
け
い
せ
ん
で

周
知
し
、協
力
の
お
願
い
を
す
る
。

 

自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て

問　
本
町
で
は
、昨
年
・一
昨
年
と
連

続
し
て
７
月
に
集
中
豪
雨
に
よ
る
水

害
が
発
生
し
て
い
る
。

　
昨
年
は
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水

で
特
に
穂
波
川
豆
田
橋
付
近
の
流
域

で
決
壊
の
危
険
性
が
発
生
し
た
た
め
、

避
難
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
被
害
に
あ
っ
た
地
域
の
復
旧

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
は
あ

る
が
、こ
の
よ
う
に
毎
年
災
害
発
生

が
懸
念
さ
れ
る
危
険
箇
所
へ
の
対
策

は
、ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
。

答（
小
金
丸
建
設
事
業
課
長
）　

河

川
堤
防
は
、住
民
の
生
命
と
財
産
を

洪
水
な
ど
か
ら
守
る
重
要
な
構
造
物

で
あ
り
、町
内
を
流
れ
る
比
較
的
大

き
な
河
川
は
、福
岡
県
が
管
理
す
る

も
の
だ
。

　

堤
防
の
改
良
な
ど
の
対
策
、浚
渫

等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、河
川
が

持
っ
て
い
る
流
下
能
力
が
低
下
し
な

い
よ
う
、県
に
引
き
続
き
要
望
し
て

い
く
。
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つ
ぶ
や
き

　
「
い
の
ち
」と
向
き
合
う

　
三
寒
四
温
の
う
つ
ろ
い
の
中
、ふ

と
気
づ
け
ば
多
様
な
植
物
が
一
斉

に
芽
吹
き
、
新
し
い
命
の
始
ま
り

に
愛
お
し
さ
を
覚
え
る
春
3
月
。

桂
川
幼
稚
園
、
吉
隈
・
土
師
保
育

所
の
卒
園
式
や
桂
川
東
小
学
校
の

卒
業
式
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
感
動

し
ま
し
た
。

　
「
2
6
5
g
」と
い
う
超
未
熟
児

で
誕
生
し
た
赤
ん
坊
が
元
気
に

育
っ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
、
か
た
や
父

親
に
虐
待
さ
れ
亡
く
な
る
と
い
う

悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
に
一
喜
一
憂
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
世
に「
生
を
受
け
る
」こ
と

の
難
し
い
命
で
す
が
、72
年
も
私
を

生
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々
と
の
出

会
い
や
辛
い
別
れ
は
、
私
の
人
生

に
お
い
て
決
し
て
無
駄
で
は
な
く
、

順
縁
も
逆
縁
も
大
切
な
ご
縁
で

あ
っ
た
と
、
過
ぎ
去
り
し
日
々
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、「
い
の
ち
」を

支
え
て
く
れ
た
万
物
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
生
き
抜

き
ま
す
。

 　
　
　
　
　
　
　
𠮷
川
紀
代
子 

杉
村
明
彦
議
員

  

国
民
健
康
保
険
行
政
に
つ
い
て

問
　
現
在
、国
か
ら
地
方
に
補
助
金

を
３
，４
０
０
億
円
出
し
て
い
る
が
、

こ
れ
で
は
足
り
な
い
の
で
全
国
知
事

会
な
ど
地
方
団
体
は
、国
に
均
等
割

り
の
見
直
し
を
要
求
し
、１
兆
円
程

度
の
公
費
投
入
を
求
め
て
い
る
。

　

国
保
が
著
し
く
高
い
要
因
の
ひ
と

つ
に
均
等
割
り
が
あ
り
、岩
手
県
宮
古

市
で
は
高
校
生
世
代
ま
で
所
得
制
限

な
し
で
５
０
１
世
帯
・８
３
６
人
に
、

今
年
の
４
月
か
ら
全
額
免
除
に
踏
み

切
っ
た
。

　

全
国
知
事
会
の
要
望
を
ど
の
よ
う

に
受
け
と
め
る
か
、町
長
の
見
解
を
求

め
る
。

答（
井
上
町
長
）　
桂
川
町
と
し
て
は

３
，４
０
０
億
円
の
公
費
投
入
の
確

実
な
実
施
や
、各
自
治
体
へ
の
財
政
支

援
を
国
に
強
く
要
望
し
て
い
る
。制
度

的
に
は
国
保
税
の
均
等
割
り
廃
止
は

で
き
な
い
。現
行
の
体
系
で
運
営
し
て

行
く
。

自
衛
隊
の
隊
員
募
集
の
広
報
な
ど

 

協
力
要
請
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

問　
兵
庫
県
姫
路
市
で
自
衛
隊
員
募

集
の
た
め
に
、高
校
や
大
学
卒
業
年

齢
に
あ
た
る
18
歳
と
22
歳
の
市
民
の

名
前
や
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
を
、

市
が
電
子
デ
ー
タ
ー
で
提
供
す
る
と

い
う
協
定
が
、議
会
に
知
ら
さ
れ
る
事

な
く
自
衛
隊
と
結
ば
れ
て
い
た
と
報

じ
ら
れ
て
い
た
。

　
本
町
に
自
衛
隊
か
ら
協
力
要
請
は
あ

る
の
か
。内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答（
坂
井
住
民
課
長
）　
本
町
へ
の
自

衛
隊
員
募
集
に
関
し
て
の
協
力
依
頼

は「
広
報
誌
へ
の
自
衛
官
採
用
試
験
の

日
程
等
の
掲
載
」と「
ポ
ス
タ
ー
の
提

示
」「
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
」が
あ

る
。
　
平
成
30
年
度
の
住
民
基
本
台
帳
閲
覧

で
は
、募
集
対
象
者
の
情
報
は
紙
媒
体・

電
子
媒
体
で
の
提
供
は
行
っ
て
い
な
い
。

 

エ
ア
コ
ン
設
置
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
　
各
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

今
年
の
夏
に
間
に
合
う
の
か
、具
体
的

な
回
答
を
求
め
る
。

答（
北
原
学
校
教
育
課
長
）　
実
施
設

計
が
今
月
に
は
完
了
す
る
の
で
、教
育

委
員
会
と
し
て
は
業
者
選
定
な
ど
今

後
の
手
続
き
を
早
急
に
進
め
、夏
ま

で
の
設
置
を
目
指
す
。

桂
川
駅
周
辺
や
桂
川
駅
自
由
通
路
等

整
備
の
経
費
内
容
と
周
知
に
つ
い
て

　
問　
最
終
的
な
金
額
と
起
債
等
は
。

答（
小
金
丸
建
設
事
業
課
長
）　
駅
周

辺
整
備
は
９
億
６
千
万
円
、駅
舎
や

自
由
通
路
は
12
億
６
千
万
円
、合
計

22
億
２
千
万
円
。起
債
総
額
10
億
６

千
万
円
。1
年
間
の
償
還
金
額
は
３
，

８
０
０
万
円
で
、支
払
期
間
は
、平
成

25
年
か
ら
28
年
間
。

問　
昨
年
の
12
月
議
会
で
２
億
7
千

万
円
の
増
額
を
、住
民
に
説
明
で
き

な
い
と
反
対
し
た
。そ
の
一
部
の
公
衆

ト
イ
レ
と
多
目
的
室（
6
，8
7
3
万

円
）の
面
積
と
利
用
目
的
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　
公
衆
ト
イ
レ

（
35
㎡
）、多
目
的
室（
55
㎡
）で
、具
体

的
な
利
用
目
的
は
定
め
て
い
な
い
。

問
　
当
初
計
画
し
た
ト
イ
レ
の
場
所
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　
多
目
的
ト
イ

レ
を
駅
舎
２
階
の
改
札
内
で
計
画
し

て
い
た
が
、１
階
に
変
更
し
た
。

問
　
完
成
後
、町
の
維
持
管
理
場
所
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　

自
由
通
路
・

公
衆
ト
イ
レ・多
目
的
室
。

問
　
議
員
へ
の
駅
自
由
通
路
等
の
説

明
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　

全
員
に
は
、

平
成
29
年
５
月
29
日
と
平
成
30
年
12

月
14
日
の
２
回
行
っ
た
。

問
　
特
別
委
員
会
の
設
置
は
。

答（
井
上
町
長
）　
順
調
に
進
行
し
て

い
る
の
で
、設
置
は
し
な
い
。

問
　
住
民
へ
の
周
知
は
。

答（
町
長
）　
広
報
誌
等
で
行
う
。

 

学
校
の
I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）の

活
用
及
び
専
門
職
員
の
対
応
に
つ
い
て

問　
I
C
T
活
用
等
の
環
境
を
作
る

こ
と
が
、子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
な
る
と
思
う
が
。

答（
町
長
）　
学
校
現
場
や
教
育
委
員

会
で
協
議
し
、計
画
の
策
定
を
し
て
ほ

し
い
。

 

二
反
田
団
地
へ
の
交
通
網
の
確
保
と 

道
路
の
拡
張
に
つ
い
て

問　
今
後
の
交
通
網
は
。

答（
江
藤
健
康
福
祉
課
長
）　
福
祉
バ

ス
に
つ
い
て
は
、団
地
建
設
の
進
捗
状

況
に
合
わ
せ
検
討
す
る
。

答（
町
長
）　
具
体
的
な
計
画
は
な
い
。

問　
道
路
の
拡
張
は
。

答（
町
長
）　
現
時
点
で
は
具
体
的
な

計
画
は
な
い
が
、今
後
の
課
題
。

学
校
等
の
安
全
・
防
災

（
緊
急
一
斉
メ
ー
ル
）の
状
況
に
つ
い
て

問　
学
校
や
幼
稚
園
で
の
、大
型
台

風
が
上
陸
・
接
近
す
る
時
や
不
審
者

情
報
な
ど
の
取
組
み
は
。

答（
北
原
学
校
教
育
課
長
）　
学
校
は
、

平
成
27
年
度
よ
り「
ど
こ
で
も
安
心

メ
ー
ル
」を
導
入
し
た
が
、幼
稚
園
は

未
実
施
。

問　
保
育
所
の
取
組
み
は
。

答（
秦
子
育
て
支
援
課
長
）　

保
護

者
が
送
迎
し
て
い
る
た
め
実
施
し
て

い
な
い
。

答（
町
長
）　

今
後
、現
場
と
協
議
し

て
対
応
し
た
い
。

 

桂
川
町
の
財
政
状
況
と
、

こ
れ
か
ら
の
取
組
み
に
つ
い
て

問　
き
び
し
い
財
政
状
況
に
な
っ
た

要
因
は
。

答（
井
上
町
長
）　
過
去
の
投
資
的
事

業（
特
に
庁
舎
建
設
）に
係
る
公
債
費

負
担
が
大
き
か
っ
た
こ
と
や
、地
方
交

付
税
の
削
減
な
ど
の
要
因
が
大
き
い
。

　
き
び
し
い
と
言
っ
て
も
、す
ぐ
に
も

赤
字
再
建
団
体
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。何
で
も
す
ぐ
で
き
る
よ
う

な
潤
沢
な
状
況
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
。

問　
年
ご
と
の
大
型
工
事
を
列
挙
す

る
と
、1
9
7
7
年
に
桂
川
小
学
校
、

78
年
に
土
師
保
育
所
・
社
会
福
祉
会

館
・
天
道
工
業
団
地
、（
略
）、82
年
に

桂
寿
苑
・
桂
川
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
・
町
民
プ
ー
ル
、83
年
に
保
健
セ

ン
タ
ー
・
湯
の
浦
森
林
公
園
、（
略
）、

90
年
に
桂
川
町
役
場
新
庁
舎
・
住
民

セ
ン
タ
ー
、94
年
に
桂
川
町
総
合
体

育
館
・
王
塚
古
墳
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、96

年
に
全
天
候
型
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、

（
略
）と
次
か
ら
次
に
建
設
さ
れ
て
い

る
。

　
2
0
0
4
年
に
給
食
調
理
場
を
完

成
し
て
か
ら
は
大
型
工
事
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。こ
の
間
で
借
金
が
30
億
円

以
上
減
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、過
去
、借
金
を
し
て

造
っ
た
施
設
が
老
朽
化
し
て
修
理
が

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。昨
年
３
月

作
成
の「
桂
川
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」の
中
に
、「
計
画
的
な
点

検
や
維
持
管
理
の
実
施
と
、今
後
個

別
計
画
に
も
と
づ
く
長
寿
化
」と
あ

る
が
、個
別
計
画
は
あ
る
の
か
。

答（
小
金
丸
建
設
事
業
課
長
）　
今
後
、

策
定
す
る
。

問　
各
施
設
ご
と
の
個
別
の
計
画
を

早
急
に
作
る
こ
と
が
必
要
。と
同
時

に
、町
の
施
設
全
体
を
見
通
し
て
、新

築・改
修・閉
鎖
な
ど
の
総
合
計
画
も

必
要
だ
が
、そ
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

答（
町
長
）　
個
別
計
画
の
前
に
総
合

計
画
が
必
要
で
あ
る
。現
在
、調
査
中

で
、内
容
は
固
ま
っ
て
い
な
い
。

問　
町
民
の
考
え
を
聞
く
必
要
が
あ

る
。委
員
会
を
作
る
こ
と
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

問　
今
の
桂
川
小
学
校
・
中
学
校
が

あ
る
所
に
、小
学
校
・
中
学
校
・
保
育

所
・
幼
稚
園
・
学
童
保
育
所
、そ
し
て
、

高
齢
者
の
憩
い
の
施
設
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、そ
れ
ら
の
施
設
の

立
て
替
え
の
た
め
の
総
合
的
な
計
画

も
必
要
。そ
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

答（
町
長
）　
い
ず
れ
議
論
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
委
員
会
を
作
り
、早
急
に
議
論

を
始
め
て
ほ
し
い
。

　
文
字
数
制
限
の
た
め
、「
駅
舎
等
に

か
か
る
財
政
の
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
」「
ゆ
の
う
ら
体
験
の
杜
の
活
用
」

「
町
長
の
行
政
報
告・施
政
方
針
に
つ

い
て
」「
浄
水
場
の
改
築
」に
つ
い
て
は
、

掲
載
で
き
な
か
っ
た
。

　
財
政
の
余
裕
が
な
い
中
で
、ゆ
の
う

ら
体
験
の
杜
を
造
り
、駅
舎
を
造
る

こ
と
は
問
題
だ
と
意
見
を
述
べた
。

 

地
区
防
災
計
画
に
つ
い
て

問　
「
地
区
防
災
計
画
」が
、平
成
25

年
の
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
で
創

設
さ
れ
て
い
る
。こ
の「
地
区
防
災
計

画
」を
立
て
る
単
位
は
、町
内
会
や
行

政
区
・
商
店
街
・
学
校
・
医
療
・
福
祉

施
設
な
ど
が
あ
る
。

　
桂
川
町
で
は
防
災
区
と
い
う
形
を

と
っ
て
い
る
が
、も
っ
と
コ
ン
パ
ク
ト

に
な
ら
な
い
の
か
。

答（
井
上
町
長
）　

本
町
の
自
主
防

災
活
動
の
要
と
し
て
、７
つ
の
自
主

防
災
区
の
存
在
が
あ
る
。町
で
は
、そ

の
活
動
支
援
と
し
て
、毎
年
、補
助
金

等
の
交
付
や
総
会
等
へ
の
参
加
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　
７
つ
の
防
災
区
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
実
情
が
あ
り
、そ
の
求
め
ら

れ
る
地
域
防
災
の
あ
り
方
は
様
々
な

も
の
が
あ
る
。

　
今
後
、町
と
し
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
特
性
を
考
慮
し
た
地
区
防
災
の

あ
り
方
を
研
究・模
索
し
な
が
ら
、積

極
的
に
提
案
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

 

民
生
児
童
委
員
に
つ
い
て

問　
現
在
、桂
川
町
の
各
行
政
区
で
は
、

民
生
児
童
委
員
の
な
り
手
が
な
く
て

困
っ
て
い
る
所
が
あ
る
よ
う
だ
が
、民

生
児
童
委
員
の
活
動
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

答（
江
藤
健
康
福
祉
課
長
）　

地
域

の
身
近
な
相
談
役
で
あ
り
、必
要
な

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、行
政

機
関
へ
の「
つ
な
ぎ
役
」で
あ
る
。

　

月
１
回
の
定
例
会
・ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
・
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
作
成
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
に
つ
い
て
、区

長
・
分
館
長
と
と
も
に
、中
心
的
存

在
で
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
民
生
児
童
委
員
の
な
り
手
不

足
に
対
し
て
、仕
事
の
負
担
軽
減
や

報
酬
を
上
げ
る
な
ど
、な
に
か
対
策

は
考
え
て
い
る
の
か
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）　

地
元
よ
り

相
談
が
あ
れ
ば
出
来
る
限
り
支
援
さ

せ
て
い
た
だ
く
。報
酬
等
に
つ
い
て
は
、

他
の
各
種
委
員
と
の
兼
ね
合
い
も
あ

り
、今
後
早
急
に
対
応
す
る
。

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て

問　
桂
川
町
で
も
年
に
数
回
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
献
血
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
の
呼
び

か
け
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）　
今
後
、献
血

実
施
時
に
ド
ナ
ー
登
録
啓
発
チ
ラ
シ

を
配
布
。併
せ
て
広
報
け
い
せ
ん
で

周
知
し
、協
力
の
お
願
い
を
す
る
。

 

自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て

問　
本
町
で
は
、昨
年
・一
昨
年
と
連

続
し
て
７
月
に
集
中
豪
雨
に
よ
る
水

害
が
発
生
し
て
い
る
。

　
昨
年
は
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水

で
特
に
穂
波
川
豆
田
橋
付
近
の
流
域

で
決
壊
の
危
険
性
が
発
生
し
た
た
め
、

避
難
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
被
害
に
あ
っ
た
地
域
の
復
旧

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
は
あ

る
が
、こ
の
よ
う
に
毎
年
災
害
発
生

が
懸
念
さ
れ
る
危
険
箇
所
へ
の
対
策

は
、ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
。

答（
小
金
丸
建
設
事
業
課
長
）　

河

川
堤
防
は
、住
民
の
生
命
と
財
産
を

洪
水
な
ど
か
ら
守
る
重
要
な
構
造
物

で
あ
り
、町
内
を
流
れ
る
比
較
的
大

き
な
河
川
は
、福
岡
県
が
管
理
す
る

も
の
だ
。

　

堤
防
の
改
良
な
ど
の
対
策
、浚
渫

等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、河
川
が

持
っ
て
い
る
流
下
能
力
が
低
下
し
な

い
よ
う
、県
に
引
き
続
き
要
望
し
て

い
く
。
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つ
ぶ
や
き

　
ド
ナ
ー
登
録

　
先
日
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー

登
録
を
し
て
き
ま
し
た
。以
前
か

ら
登
録
し
た
い
と
は
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
な
か
な
か
機
会
が
な

く
・
・
・
。

　
そ
ん
な
時
、ド
ナ
ー
に
な
れ
る
の

は
54
歳
ま
で
と
知
り
慌
て
ま
し

た
。し
か
し
ど
こ
で
登
録
す
る
の
か

解
ら
ず
、調
べ
て
み
る
と
ほ
と
ん
ど

の
献
血
会
場
で
で
き
る
そ
う
で
す
。

　
「
あ
れ
っ
、
今
ま
で
何
度
も
献
血

し
て
き
た
け
ど
、一
度
も
声
を
か
け

ら
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
な
ぁ
？
。

一
言
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

も
っ
と
早
い
時
期
に
登
録
で
き
て

い
た
の
に
！
」

　
こ
の
間
に
救
え
た
命
が
あ
っ
た

か
も
と
思
う
と
心
が
痛
み
ま
す
。

登
録
す
る
し
な
い
は
本
人
の
自
由

な
の
で
、
桂
川
町
で
は
必
ず
声
か

け
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
杉
村
明
彦 

竹
本
慶
𠮷
議
員

  

国
民
健
康
保
険
行
政
に
つ
い
て

問
　
現
在
、国
か
ら
地
方
に
補
助
金

を
３
，４
０
０
億
円
出
し
て
い
る
が
、

こ
れ
で
は
足
り
な
い
の
で
全
国
知
事

会
な
ど
地
方
団
体
は
、国
に
均
等
割

り
の
見
直
し
を
要
求
し
、１
兆
円
程

度
の
公
費
投
入
を
求
め
て
い
る
。

　

国
保
が
著
し
く
高
い
要
因
の
ひ
と

つ
に
均
等
割
り
が
あ
り
、岩
手
県
宮
古

市
で
は
高
校
生
世
代
ま
で
所
得
制
限

な
し
で
５
０
１
世
帯
・８
３
６
人
に
、

今
年
の
４
月
か
ら
全
額
免
除
に
踏
み

切
っ
た
。

　

全
国
知
事
会
の
要
望
を
ど
の
よ
う

に
受
け
と
め
る
か
、町
長
の
見
解
を
求

め
る
。

答（
井
上
町
長
）　
桂
川
町
と
し
て
は

３
，４
０
０
億
円
の
公
費
投
入
の
確

実
な
実
施
や
、各
自
治
体
へ
の
財
政
支

援
を
国
に
強
く
要
望
し
て
い
る
。制
度

的
に
は
国
保
税
の
均
等
割
り
廃
止
は

で
き
な
い
。現
行
の
体
系
で
運
営
し
て

行
く
。

自
衛
隊
の
隊
員
募
集
の
広
報
な
ど

 

協
力
要
請
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

問　
兵
庫
県
姫
路
市
で
自
衛
隊
員
募

集
の
た
め
に
、高
校
や
大
学
卒
業
年

齢
に
あ
た
る
18
歳
と
22
歳
の
市
民
の

名
前
や
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
を
、

市
が
電
子
デ
ー
タ
ー
で
提
供
す
る
と

い
う
協
定
が
、議
会
に
知
ら
さ
れ
る
事

な
く
自
衛
隊
と
結
ば
れ
て
い
た
と
報

じ
ら
れ
て
い
た
。

　
本
町
に
自
衛
隊
か
ら
協
力
要
請
は
あ

る
の
か
。内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答（
坂
井
住
民
課
長
）　
本
町
へ
の
自

衛
隊
員
募
集
に
関
し
て
の
協
力
依
頼

は「
広
報
誌
へ
の
自
衛
官
採
用
試
験
の

日
程
等
の
掲
載
」と「
ポ
ス
タ
ー
の
提

示
」「
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
」が
あ

る
。
　
平
成
30
年
度
の
住
民
基
本
台
帳
閲
覧

で
は
、募
集
対
象
者
の
情
報
は
紙
媒
体・

電
子
媒
体
で
の
提
供
は
行
っ
て
い
な
い
。

 

エ
ア
コ
ン
設
置
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
　
各
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

今
年
の
夏
に
間
に
合
う
の
か
、具
体
的

な
回
答
を
求
め
る
。

答（
北
原
学
校
教
育
課
長
）　
実
施
設

計
が
今
月
に
は
完
了
す
る
の
で
、教
育

委
員
会
と
し
て
は
業
者
選
定
な
ど
今

後
の
手
続
き
を
早
急
に
進
め
、夏
ま

で
の
設
置
を
目
指
す
。

桂
川
駅
周
辺
や
桂
川
駅
自
由
通
路
等

整
備
の
経
費
内
容
と
周
知
に
つ
い
て

　
問　
最
終
的
な
金
額
と
起
債
等
は
。

答（
小
金
丸
建
設
事
業
課
長
）　
駅
周

辺
整
備
は
９
億
６
千
万
円
、駅
舎
や

自
由
通
路
は
12
億
６
千
万
円
、合
計

22
億
２
千
万
円
。起
債
総
額
10
億
６

千
万
円
。1
年
間
の
償
還
金
額
は
３
，

８
０
０
万
円
で
、支
払
期
間
は
、平
成

25
年
か
ら
28
年
間
。

問　
昨
年
の
12
月
議
会
で
２
億
7
千

万
円
の
増
額
を
、住
民
に
説
明
で
き

な
い
と
反
対
し
た
。そ
の
一
部
の
公
衆

ト
イ
レ
と
多
目
的
室（
6
，8
7
3
万

円
）の
面
積
と
利
用
目
的
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　
公
衆
ト
イ
レ

（
35
㎡
）、多
目
的
室（
55
㎡
）で
、具
体

的
な
利
用
目
的
は
定
め
て
い
な
い
。

問
　
当
初
計
画
し
た
ト
イ
レ
の
場
所
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　
多
目
的
ト
イ

レ
を
駅
舎
２
階
の
改
札
内
で
計
画
し

て
い
た
が
、１
階
に
変
更
し
た
。

問
　
完
成
後
、町
の
維
持
管
理
場
所
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　

自
由
通
路
・

公
衆
ト
イ
レ・多
目
的
室
。

問
　
議
員
へ
の
駅
自
由
通
路
等
の
説

明
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　

全
員
に
は
、

平
成
29
年
５
月
29
日
と
平
成
30
年
12

月
14
日
の
２
回
行
っ
た
。

問
　
特
別
委
員
会
の
設
置
は
。

答（
井
上
町
長
）　
順
調
に
進
行
し
て

い
る
の
で
、設
置
は
し
な
い
。

問
　
住
民
へ
の
周
知
は
。

答（
町
長
）　
広
報
誌
等
で
行
う
。

 

学
校
の
I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）の

活
用
及
び
専
門
職
員
の
対
応
に
つ
い
て

問　
I
C
T
活
用
等
の
環
境
を
作
る

こ
と
が
、子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
な
る
と
思
う
が
。

答（
町
長
）　
学
校
現
場
や
教
育
委
員

会
で
協
議
し
、計
画
の
策
定
を
し
て
ほ

し
い
。

 

二
反
田
団
地
へ
の
交
通
網
の
確
保
と 

道
路
の
拡
張
に
つ
い
て

問　
今
後
の
交
通
網
は
。

答（
江
藤
健
康
福
祉
課
長
）　
福
祉
バ

ス
に
つ
い
て
は
、団
地
建
設
の
進
捗
状

況
に
合
わ
せ
検
討
す
る
。

答（
町
長
）　
具
体
的
な
計
画
は
な
い
。

問　
道
路
の
拡
張
は
。

答（
町
長
）　
現
時
点
で
は
具
体
的
な

計
画
は
な
い
が
、今
後
の
課
題
。

学
校
等
の
安
全
・
防
災

（
緊
急
一
斉
メ
ー
ル
）の
状
況
に
つ
い
て

問　
学
校
や
幼
稚
園
で
の
、大
型
台

風
が
上
陸
・
接
近
す
る
時
や
不
審
者

情
報
な
ど
の
取
組
み
は
。

答（
北
原
学
校
教
育
課
長
）　
学
校
は
、

平
成
27
年
度
よ
り「
ど
こ
で
も
安
心

メ
ー
ル
」を
導
入
し
た
が
、幼
稚
園
は

未
実
施
。

問　
保
育
所
の
取
組
み
は
。

答（
秦
子
育
て
支
援
課
長
）　

保
護

者
が
送
迎
し
て
い
る
た
め
実
施
し
て

い
な
い
。

答（
町
長
）　

今
後
、現
場
と
協
議
し

て
対
応
し
た
い
。

 

桂
川
町
の
財
政
状
況
と
、

こ
れ
か
ら
の
取
組
み
に
つ
い
て

問　
き
び
し
い
財
政
状
況
に
な
っ
た

要
因
は
。

答（
井
上
町
長
）　
過
去
の
投
資
的
事

業（
特
に
庁
舎
建
設
）に
係
る
公
債
費

負
担
が
大
き
か
っ
た
こ
と
や
、地
方
交

付
税
の
削
減
な
ど
の
要
因
が
大
き
い
。

　
き
び
し
い
と
言
っ
て
も
、す
ぐ
に
も

赤
字
再
建
団
体
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。何
で
も
す
ぐ
で
き
る
よ
う

な
潤
沢
な
状
況
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
。

問　
年
ご
と
の
大
型
工
事
を
列
挙
す

る
と
、1
9
7
7
年
に
桂
川
小
学
校
、

78
年
に
土
師
保
育
所
・
社
会
福
祉
会

館
・
天
道
工
業
団
地
、（
略
）、82
年
に

桂
寿
苑
・
桂
川
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
・
町
民
プ
ー
ル
、83
年
に
保
健
セ

ン
タ
ー
・
湯
の
浦
森
林
公
園
、（
略
）、

90
年
に
桂
川
町
役
場
新
庁
舎
・
住
民

セ
ン
タ
ー
、94
年
に
桂
川
町
総
合
体

育
館
・
王
塚
古
墳
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、96

年
に
全
天
候
型
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、

（
略
）と
次
か
ら
次
に
建
設
さ
れ
て
い

る
。

　
2
0
0
4
年
に
給
食
調
理
場
を
完

成
し
て
か
ら
は
大
型
工
事
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。こ
の
間
で
借
金
が
30
億
円

以
上
減
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、過
去
、借
金
を
し
て

造
っ
た
施
設
が
老
朽
化
し
て
修
理
が

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。昨
年
３
月

作
成
の「
桂
川
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」の
中
に
、「
計
画
的
な
点

検
や
維
持
管
理
の
実
施
と
、今
後
個

別
計
画
に
も
と
づ
く
長
寿
化
」と
あ

る
が
、個
別
計
画
は
あ
る
の
か
。

答（
小
金
丸
建
設
事
業
課
長
）　
今
後
、

策
定
す
る
。

問　
各
施
設
ご
と
の
個
別
の
計
画
を

早
急
に
作
る
こ
と
が
必
要
。と
同
時

に
、町
の
施
設
全
体
を
見
通
し
て
、新

築・改
修・閉
鎖
な
ど
の
総
合
計
画
も

必
要
だ
が
、そ
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

答（
町
長
）　
個
別
計
画
の
前
に
総
合

計
画
が
必
要
で
あ
る
。現
在
、調
査
中

で
、内
容
は
固
ま
っ
て
い
な
い
。

問　
町
民
の
考
え
を
聞
く
必
要
が
あ

る
。委
員
会
を
作
る
こ
と
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

問　
今
の
桂
川
小
学
校
・
中
学
校
が

あ
る
所
に
、小
学
校
・
中
学
校
・
保
育

所
・
幼
稚
園
・
学
童
保
育
所
、そ
し
て
、

高
齢
者
の
憩
い
の
施
設
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、そ
れ
ら
の
施
設
の

立
て
替
え
の
た
め
の
総
合
的
な
計
画

も
必
要
。そ
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

答（
町
長
）　
い
ず
れ
議
論
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
委
員
会
を
作
り
、早
急
に
議
論

を
始
め
て
ほ
し
い
。

　
文
字
数
制
限
の
た
め
、「
駅
舎
等
に

か
か
る
財
政
の
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
」「
ゆ
の
う
ら
体
験
の
杜
の
活
用
」

「
町
長
の
行
政
報
告・施
政
方
針
に
つ

い
て
」「
浄
水
場
の
改
築
」に
つ
い
て
は
、

掲
載
で
き
な
か
っ
た
。

　
財
政
の
余
裕
が
な
い
中
で
、ゆ
の
う

ら
体
験
の
杜
を
造
り
、駅
舎
を
造
る

こ
と
は
問
題
だ
と
意
見
を
述
べた
。

 

地
区
防
災
計
画
に
つ
い
て

問　
「
地
区
防
災
計
画
」が
、平
成
25

年
の
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
で
創

設
さ
れ
て
い
る
。こ
の「
地
区
防
災
計

画
」を
立
て
る
単
位
は
、町
内
会
や
行

政
区
・
商
店
街
・
学
校
・
医
療
・
福
祉

施
設
な
ど
が
あ
る
。

　
桂
川
町
で
は
防
災
区
と
い
う
形
を

と
っ
て
い
る
が
、も
っ
と
コ
ン
パ
ク
ト

に
な
ら
な
い
の
か
。

答（
井
上
町
長
）　

本
町
の
自
主
防

災
活
動
の
要
と
し
て
、７
つ
の
自
主

防
災
区
の
存
在
が
あ
る
。町
で
は
、そ

の
活
動
支
援
と
し
て
、毎
年
、補
助
金

等
の
交
付
や
総
会
等
へ
の
参
加
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　
７
つ
の
防
災
区
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
実
情
が
あ
り
、そ
の
求
め
ら

れ
る
地
域
防
災
の
あ
り
方
は
様
々
な

も
の
が
あ
る
。

　
今
後
、町
と
し
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
特
性
を
考
慮
し
た
地
区
防
災
の

あ
り
方
を
研
究・模
索
し
な
が
ら
、積

極
的
に
提
案
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

 

民
生
児
童
委
員
に
つ
い
て

問　
現
在
、桂
川
町
の
各
行
政
区
で
は
、

民
生
児
童
委
員
の
な
り
手
が
な
く
て

困
っ
て
い
る
所
が
あ
る
よ
う
だ
が
、民

生
児
童
委
員
の
活
動
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

答（
江
藤
健
康
福
祉
課
長
）　

地
域

の
身
近
な
相
談
役
で
あ
り
、必
要
な

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、行
政

機
関
へ
の「
つ
な
ぎ
役
」で
あ
る
。

　

月
１
回
の
定
例
会
・ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
・
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
作
成
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
に
つ
い
て
、区

長
・
分
館
長
と
と
も
に
、中
心
的
存

在
で
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
民
生
児
童
委
員
の
な
り
手
不

足
に
対
し
て
、仕
事
の
負
担
軽
減
や

報
酬
を
上
げ
る
な
ど
、な
に
か
対
策

は
考
え
て
い
る
の
か
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）　

地
元
よ
り

相
談
が
あ
れ
ば
出
来
る
限
り
支
援
さ

せ
て
い
た
だ
く
。報
酬
等
に
つ
い
て
は
、

他
の
各
種
委
員
と
の
兼
ね
合
い
も
あ

り
、今
後
早
急
に
対
応
す
る
。

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て

問　
桂
川
町
で
も
年
に
数
回
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
献
血
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
の
呼
び

か
け
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）　
今
後
、献
血

実
施
時
に
ド
ナ
ー
登
録
啓
発
チ
ラ
シ

を
配
布
。併
せ
て
広
報
け
い
せ
ん
で

周
知
し
、協
力
の
お
願
い
を
す
る
。

 

自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て

問　
本
町
で
は
、昨
年
・一
昨
年
と
連

続
し
て
７
月
に
集
中
豪
雨
に
よ
る
水

害
が
発
生
し
て
い
る
。

　
昨
年
は
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水

で
特
に
穂
波
川
豆
田
橋
付
近
の
流
域

で
決
壊
の
危
険
性
が
発
生
し
た
た
め
、

避
難
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
被
害
に
あ
っ
た
地
域
の
復
旧

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
は
あ

る
が
、こ
の
よ
う
に
毎
年
災
害
発
生

が
懸
念
さ
れ
る
危
険
箇
所
へ
の
対
策

は
、ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
。

答（
小
金
丸
建
設
事
業
課
長
）　

河

川
堤
防
は
、住
民
の
生
命
と
財
産
を

洪
水
な
ど
か
ら
守
る
重
要
な
構
造
物

で
あ
り
、町
内
を
流
れ
る
比
較
的
大

き
な
河
川
は
、福
岡
県
が
管
理
す
る

も
の
だ
。

　

堤
防
の
改
良
な
ど
の
対
策
、浚
渫

等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、河
川
が

持
っ
て
い
る
流
下
能
力
が
低
下
し
な

い
よ
う
、県
に
引
き
続
き
要
望
し
て

い
く
。

し
ゅ
ん
せ
つ
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国
民
健
康
保
険
行
政
に
つ
い
て

問
　
現
在
、国
か
ら
地
方
に
補
助
金

を
３
，４
０
０
億
円
出
し
て
い
る
が
、

こ
れ
で
は
足
り
な
い
の
で
全
国
知
事

会
な
ど
地
方
団
体
は
、国
に
均
等
割

り
の
見
直
し
を
要
求
し
、１
兆
円
程

度
の
公
費
投
入
を
求
め
て
い
る
。

　

国
保
が
著
し
く
高
い
要
因
の
ひ
と

つ
に
均
等
割
り
が
あ
り
、岩
手
県
宮
古

市
で
は
高
校
生
世
代
ま
で
所
得
制
限

な
し
で
５
０
１
世
帯
・８
３
６
人
に
、

今
年
の
４
月
か
ら
全
額
免
除
に
踏
み

切
っ
た
。

　

全
国
知
事
会
の
要
望
を
ど
の
よ
う

に
受
け
と
め
る
か
、町
長
の
見
解
を
求

め
る
。

答（
井
上
町
長
）　
桂
川
町
と
し
て
は

３
，４
０
０
億
円
の
公
費
投
入
の
確

実
な
実
施
や
、各
自
治
体
へ
の
財
政
支

援
を
国
に
強
く
要
望
し
て
い
る
。制
度

的
に
は
国
保
税
の
均
等
割
り
廃
止
は

で
き
な
い
。現
行
の
体
系
で
運
営
し
て

行
く
。

自
衛
隊
の
隊
員
募
集
の
広
報
な
ど

 

協
力
要
請
の
現
状
と
対
応
に
つ
い
て

問　
兵
庫
県
姫
路
市
で
自
衛
隊
員
募

集
の
た
め
に
、高
校
や
大
学
卒
業
年

齢
に
あ
た
る
18
歳
と
22
歳
の
市
民
の

名
前
や
住
所
・
生
年
月
日
・
性
別
を
、

市
が
電
子
デ
ー
タ
ー
で
提
供
す
る
と

い
う
協
定
が
、議
会
に
知
ら
さ
れ
る
事

な
く
自
衛
隊
と
結
ば
れ
て
い
た
と
報

じ
ら
れ
て
い
た
。

　
本
町
に
自
衛
隊
か
ら
協
力
要
請
は
あ

る
の
か
。内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答（
坂
井
住
民
課
長
）　
本
町
へ
の
自

衛
隊
員
募
集
に
関
し
て
の
協
力
依
頼

は「
広
報
誌
へ
の
自
衛
官
採
用
試
験
の

日
程
等
の
掲
載
」と「
ポ
ス
タ
ー
の
提

示
」「
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
」が
あ

る
。
　
平
成
30
年
度
の
住
民
基
本
台
帳
閲
覧

で
は
、募
集
対
象
者
の
情
報
は
紙
媒
体・

電
子
媒
体
で
の
提
供
は
行
っ
て
い
な
い
。

 

エ
ア
コ
ン
設
置
進
捗
状
況
に
つ
い
て

問
　
各
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

今
年
の
夏
に
間
に
合
う
の
か
、具
体
的

な
回
答
を
求
め
る
。

答（
北
原
学
校
教
育
課
長
）　
実
施
設

計
が
今
月
に
は
完
了
す
る
の
で
、教
育

委
員
会
と
し
て
は
業
者
選
定
な
ど
今

後
の
手
続
き
を
早
急
に
進
め
、夏
ま

で
の
設
置
を
目
指
す
。

桂
川
駅
周
辺
や
桂
川
駅
自
由
通
路
等

整
備
の
経
費
内
容
と
周
知
に
つ
い
て

　
問　
最
終
的
な
金
額
と
起
債
等
は
。

答（
小
金
丸
建
設
事
業
課
長
）　
駅
周

辺
整
備
は
９
億
６
千
万
円
、駅
舎
や

自
由
通
路
は
12
億
６
千
万
円
、合
計

22
億
２
千
万
円
。起
債
総
額
10
億
６

千
万
円
。1
年
間
の
償
還
金
額
は
３
，

８
０
０
万
円
で
、支
払
期
間
は
、平
成

25
年
か
ら
28
年
間
。

問　
昨
年
の
12
月
議
会
で
２
億
7
千

万
円
の
増
額
を
、住
民
に
説
明
で
き

な
い
と
反
対
し
た
。そ
の
一
部
の
公
衆

ト
イ
レ
と
多
目
的
室（
6
，8
7
3
万

円
）の
面
積
と
利
用
目
的
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　
公
衆
ト
イ
レ

（
35
㎡
）、多
目
的
室（
55
㎡
）で
、具
体

的
な
利
用
目
的
は
定
め
て
い
な
い
。

問
　
当
初
計
画
し
た
ト
イ
レ
の
場
所
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　
多
目
的
ト
イ

レ
を
駅
舎
２
階
の
改
札
内
で
計
画
し

て
い
た
が
、１
階
に
変
更
し
た
。

問
　
完
成
後
、町
の
維
持
管
理
場
所
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　

自
由
通
路
・

公
衆
ト
イ
レ・多
目
的
室
。

問
　
議
員
へ
の
駅
自
由
通
路
等
の
説

明
は
。

答（
建
設
事
業
課
長
）　

全
員
に
は
、

平
成
29
年
５
月
29
日
と
平
成
30
年
12

月
14
日
の
２
回
行
っ
た
。

問
　
特
別
委
員
会
の
設
置
は
。

答（
井
上
町
長
）　
順
調
に
進
行
し
て

い
る
の
で
、設
置
は
し
な
い
。

問
　
住
民
へ
の
周
知
は
。

答（
町
長
）　
広
報
誌
等
で
行
う
。

 

学
校
の
I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）の

活
用
及
び
専
門
職
員
の
対
応
に
つ
い
て

問　
I
C
T
活
用
等
の
環
境
を
作
る

こ
と
が
、子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
な
る
と
思
う
が
。

答（
町
長
）　
学
校
現
場
や
教
育
委
員

会
で
協
議
し
、計
画
の
策
定
を
し
て
ほ

し
い
。

 

二
反
田
団
地
へ
の
交
通
網
の
確
保
と 

道
路
の
拡
張
に
つ
い
て

問　
今
後
の
交
通
網
は
。

答（
江
藤
健
康
福
祉
課
長
）　
福
祉
バ

ス
に
つ
い
て
は
、団
地
建
設
の
進
捗
状

況
に
合
わ
せ
検
討
す
る
。

答（
町
長
）　
具
体
的
な
計
画
は
な
い
。

問　
道
路
の
拡
張
は
。

答（
町
長
）　
現
時
点
で
は
具
体
的
な

計
画
は
な
い
が
、今
後
の
課
題
。

学
校
等
の
安
全
・
防
災

（
緊
急
一
斉
メ
ー
ル
）の
状
況
に
つ
い
て

問　
学
校
や
幼
稚
園
で
の
、大
型
台

風
が
上
陸
・
接
近
す
る
時
や
不
審
者

情
報
な
ど
の
取
組
み
は
。

答（
北
原
学
校
教
育
課
長
）　
学
校
は
、

平
成
27
年
度
よ
り「
ど
こ
で
も
安
心

メ
ー
ル
」を
導
入
し
た
が
、幼
稚
園
は

未
実
施
。

問　
保
育
所
の
取
組
み
は
。

答（
秦
子
育
て
支
援
課
長
）　

保
護

者
が
送
迎
し
て
い
る
た
め
実
施
し
て

い
な
い
。

答（
町
長
）　

今
後
、現
場
と
協
議
し

て
対
応
し
た
い
。

 

桂
川
町
の
財
政
状
況
と
、

こ
れ
か
ら
の
取
組
み
に
つ
い
て

問　
き
び
し
い
財
政
状
況
に
な
っ
た

要
因
は
。

答（
井
上
町
長
）　
過
去
の
投
資
的
事

業（
特
に
庁
舎
建
設
）に
係
る
公
債
費

負
担
が
大
き
か
っ
た
こ
と
や
、地
方
交

付
税
の
削
減
な
ど
の
要
因
が
大
き
い
。

　
き
び
し
い
と
言
っ
て
も
、す
ぐ
に
も

赤
字
再
建
団
体
に
な
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
。何
で
も
す
ぐ
で
き
る
よ
う

な
潤
沢
な
状
況
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
。

問　
年
ご
と
の
大
型
工
事
を
列
挙
す

る
と
、1
9
7
7
年
に
桂
川
小
学
校
、

78
年
に
土
師
保
育
所
・
社
会
福
祉
会

館
・
天
道
工
業
団
地
、（
略
）、82
年
に

桂
寿
苑
・
桂
川
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
・
町
民
プ
ー
ル
、83
年
に
保
健
セ

ン
タ
ー
・
湯
の
浦
森
林
公
園
、（
略
）、

90
年
に
桂
川
町
役
場
新
庁
舎
・
住
民

セ
ン
タ
ー
、94
年
に
桂
川
町
総
合
体

育
館
・
王
塚
古
墳
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、96

年
に
全
天
候
型
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、

（
略
）と
次
か
ら
次
に
建
設
さ
れ
て
い

る
。

　
2
0
0
4
年
に
給
食
調
理
場
を
完

成
し
て
か
ら
は
大
型
工
事
は
行
わ
れ

て
い
な
い
。こ
の
間
で
借
金
が
30
億
円

以
上
減
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、過
去
、借
金
を
し
て

造
っ
た
施
設
が
老
朽
化
し
て
修
理
が

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。昨
年
３
月

作
成
の「
桂
川
町
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」の
中
に
、「
計
画
的
な
点

検
や
維
持
管
理
の
実
施
と
、今
後
個

別
計
画
に
も
と
づ
く
長
寿
化
」と
あ

る
が
、個
別
計
画
は
あ
る
の
か
。

答（
小
金
丸
建
設
事
業
課
長
）　
今
後
、

策
定
す
る
。

問　
各
施
設
ご
と
の
個
別
の
計
画
を

早
急
に
作
る
こ
と
が
必
要
。と
同
時

に
、町
の
施
設
全
体
を
見
通
し
て
、新

築・改
修・閉
鎖
な
ど
の
総
合
計
画
も

必
要
だ
が
、そ
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

答（
町
長
）　
個
別
計
画
の
前
に
総
合

計
画
が
必
要
で
あ
る
。現
在
、調
査
中

で
、内
容
は
固
ま
っ
て
い
な
い
。

問　
町
民
の
考
え
を
聞
く
必
要
が
あ

る
。委
員
会
を
作
る
こ
と
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

問　
今
の
桂
川
小
学
校
・
中
学
校
が

あ
る
所
に
、小
学
校
・
中
学
校
・
保
育

所
・
幼
稚
園
・
学
童
保
育
所
、そ
し
て
、

高
齢
者
の
憩
い
の
施
設
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、そ
れ
ら
の
施
設
の

立
て
替
え
の
た
め
の
総
合
的
な
計
画

も
必
要
。そ
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

答（
町
長
）　
い
ず
れ
議
論
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
委
員
会
を
作
り
、早
急
に
議
論

を
始
め
て
ほ
し
い
。

　
文
字
数
制
限
の
た
め
、「
駅
舎
等
に

か
か
る
財
政
の
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
」「
ゆ
の
う
ら
体
験
の
杜
の
活
用
」

「
町
長
の
行
政
報
告・施
政
方
針
に
つ

い
て
」「
浄
水
場
の
改
築
」に
つ
い
て
は
、

掲
載
で
き
な
か
っ
た
。

　
財
政
の
余
裕
が
な
い
中
で
、ゆ
の
う

ら
体
験
の
杜
を
造
り
、駅
舎
を
造
る

こ
と
は
問
題
だ
と
意
見
を
述
べた
。

 

地
区
防
災
計
画
に
つ
い
て

問　
「
地
区
防
災
計
画
」が
、平
成
25

年
の
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
で
創

設
さ
れ
て
い
る
。こ
の「
地
区
防
災
計

画
」を
立
て
る
単
位
は
、町
内
会
や
行

政
区
・
商
店
街
・
学
校
・
医
療
・
福
祉

施
設
な
ど
が
あ
る
。

　
桂
川
町
で
は
防
災
区
と
い
う
形
を

と
っ
て
い
る
が
、も
っ
と
コ
ン
パ
ク
ト

に
な
ら
な
い
の
か
。

答（
井
上
町
長
）　

本
町
の
自
主
防

災
活
動
の
要
と
し
て
、７
つ
の
自
主

防
災
区
の
存
在
が
あ
る
。町
で
は
、そ

の
活
動
支
援
と
し
て
、毎
年
、補
助
金

等
の
交
付
や
総
会
等
へ
の
参
加
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　
７
つ
の
防
災
区
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
実
情
が
あ
り
、そ
の
求
め
ら

れ
る
地
域
防
災
の
あ
り
方
は
様
々
な

も
の
が
あ
る
。

　
今
後
、町
と
し
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
特
性
を
考
慮
し
た
地
区
防
災
の

あ
り
方
を
研
究・模
索
し
な
が
ら
、積

極
的
に
提
案
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

 

民
生
児
童
委
員
に
つ
い
て

問　
現
在
、桂
川
町
の
各
行
政
区
で
は
、

民
生
児
童
委
員
の
な
り
手
が
な
く
て

困
っ
て
い
る
所
が
あ
る
よ
う
だ
が
、民

生
児
童
委
員
の
活
動
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

答（
江
藤
健
康
福
祉
課
長
）　

地
域

の
身
近
な
相
談
役
で
あ
り
、必
要
な

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、行
政

機
関
へ
の「
つ
な
ぎ
役
」で
あ
る
。

　

月
１
回
の
定
例
会
・ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
・
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
作
成
・
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
に
つ
い
て
、区

長
・
分
館
長
と
と
も
に
、中
心
的
存

在
で
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
民
生
児
童
委
員
の
な
り
手
不

足
に
対
し
て
、仕
事
の
負
担
軽
減
や

報
酬
を
上
げ
る
な
ど
、な
に
か
対
策

は
考
え
て
い
る
の
か
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）　

地
元
よ
り

相
談
が
あ
れ
ば
出
来
る
限
り
支
援
さ

せ
て
い
た
だ
く
。報
酬
等
に
つ
い
て
は
、

他
の
各
種
委
員
と
の
兼
ね
合
い
も
あ

り
、今
後
早
急
に
対
応
す
る
。

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
に
つ
い
て

問　
桂
川
町
で
も
年
に
数
回
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
献
血
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
の
呼
び

か
け
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答（
健
康
福
祉
課
長
）　
今
後
、献
血

実
施
時
に
ド
ナ
ー
登
録
啓
発
チ
ラ
シ

を
配
布
。併
せ
て
広
報
け
い
せ
ん
で

周
知
し
、協
力
の
お
願
い
を
す
る
。

 

自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て

問　
本
町
で
は
、昨
年
・一
昨
年
と
連

続
し
て
７
月
に
集
中
豪
雨
に
よ
る
水

害
が
発
生
し
て
い
る
。

　
昨
年
は
豪
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水

で
特
に
穂
波
川
豆
田
橋
付
近
の
流
域

で
決
壊
の
危
険
性
が
発
生
し
た
た
め
、

避
難
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
年
被
害
に
あ
っ
た
地
域
の
復
旧

作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
で
は
あ

る
が
、こ
の
よ
う
に
毎
年
災
害
発
生

が
懸
念
さ
れ
る
危
険
箇
所
へ
の
対
策

は
、ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る
の
か
。

答（
小
金
丸
建
設
事
業
課
長
）　

河

川
堤
防
は
、住
民
の
生
命
と
財
産
を

洪
水
な
ど
か
ら
守
る
重
要
な
構
造
物

で
あ
り
、町
内
を
流
れ
る
比
較
的
大

き
な
河
川
は
、福
岡
県
が
管
理
す
る

も
の
だ
。

　

堤
防
の
改
良
な
ど
の
対
策
、浚
渫

等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、河
川
が

持
っ
て
い
る
流
下
能
力
が
低
下
し
な

い
よ
う
、県
に
引
き
続
き
要
望
し
て

い
く
。
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